
歴まち計画の進⾏管理・評価及び計画の変更について 

１ 歴まち計画の進⾏管理・評価制度 

 
 
 
 
    法律上の位置付け 

    ・国は、認定市町村に対し、歴史的風致向上計画の実施状況に対し報告を求

めることができる（法８条） 

    ・国は、認定計画が認定基準に適合しなくなったと認められるときは、その

認定を取り消すことができる。（法９条） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

２ 歴まち計画の変更について 

 
 
 
 
 
 
 

第五条第六項 要旨 

 市町村は、歴史的風致維持向上計画を作成しようとするときは、協議会の意見

を聴かなければならない。 

 ＜ 歴史まちづくり法 抜粋 ＞

３ 令和６年度スケジュール 

資料 １ 

認定市町村の増加 

・歴史まちづくり法認定都市の増加 

・計画の質を担保しつつ、着実に推進していく仕組みが必要 

進行管理・評価制度（H23～） 

① PDCA サイクルの導入により、計画を着実に推進 

（＝庁舎内での共有、財政部局への説明にも活用） 

② 協議会、有識者等の第三者の客観的な視点を取り入れることにより、計画の

質を担保 

（＝形骸化を防ぐ） 

③ 計画の進捗状況を公開することにより、アカウンタビリティを確保 

（＝市民へのＰＲ効果） 

計画認定都市 全国：95 都市 

※令和６年３月時点  


